
　梅雨前線がもたらした猛烈な豪雨で、全国でも京都でも大きな被害
がひろがっています。犠牲になられた方々に心から哀悼の意を表しま
す。そして、被災されたみなさまに心からお見舞い申し上げます。
　日本共産党は、「２０２０年梅雨前線豪雨災害対策本部」をたちあげ、
被災地の党組織、国会・地方議員が調査・救援活動にとりくんでいます。
　また被災者救援のための募金を受け付けています。ご協力をお願い
します。お近くの党事務所か、下記の口座にお寄せください。

2020 年 豪雨災害救援募金
ご協力をお願いします

お預かりした救援募金は、日

本共産党の政治活動のための

資金と区別し、全額を被災者

救援、被災自治体への義援金

に充てます。

　記録的大雨で、河川の氾濫、住宅浸水、道路の

途絶、集落の孤立などが起こっていますが、被害

の全容はまだ把握できない状況です。再び大雨の

恐れも伝えられ、懸命の捜索・救出作業も困難を

きわめています。

　また、新型コロナウイルス感染症のもとで、被

災地では、避難所の受け入れ、救援活動であらた

な対応に追われています。

ゴムボートも使って行われた救助活動＝７月５日、熊本県球磨村

▼口座番号０１０９０- ６- ８４３０６
▼加入者氏名　日本共産党京都府委員会郵便振替

＊通信欄に「２０２０年豪雨災害救援募金」と必ずご記入ください。手数料はご負担願います。

日本共産党京都府委員会が、上記の見解を発
表しましたので紹介します。

2020 年 7 月 8 日　発行：日本共産党京都府委員会
〒 604-0092 京都市中京区丸太町新町角大炊町 186ＣＰ

京都

☎ 075-211-5371　E-mail info@jcp-kyoto.jp

　京都でも日本共産党の地方

議員は、８日朝の豪雨直後から

被害調査や被災者の聞き取り

などに奔走。調査・被災者支援・

行政への改善要望など、全党あ

げてとりくんでいます。

（左上写真）京都市左京区北部の崖崩れ現場を
調査する、ひぐち英明市議

（右上写真）土砂に襲われた民家＝京都市北区
雲ヶ畑（玉本なるみ市議提供）

（下写真）あふれかえる京都市北区・紙屋川上流。
浜田よしゆき府議、井坂博文市議が調査。
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